
桔梗が丘自治連合協議会

平成24年度 第 7回 理 事 会 議 事 録

場  所 桔梗が丘公民館 ・202号 室

日  時
平成 24年 11月 24日 (土)

9:30～ 1 1 5 0

出 席 者

出席者 ・辻森、上国、河合、武仲、阪本、野邊、高槻、廣岡、竹原、吉

野、カロ納、梅本、中村、山中、松村、福森監事、森田地域担当監

欠席者 ・大IH、東、日合監事、

議 事

決議事項

1 議事録署名人

2 公民館会計 「特別目的積立

金に関する内規」制定につ

|｀
~

上回日1会長が司会を務め会議が始まった。

辻森会長の開会のあいさつの要旨

「早くも11月 も下旬となり、今年も残すところ一月余りとなりまし

た。当地域では、協議会活動や地jltのボランティア活動と自分自身を磨

くためのライフワーク作りとを両立させてぉられる方々が沢 おられ

ます。こうした方々の活動通した意見も吸い上げ、各会議等では活発な

意見交換をしながら進めていくことが、各自治会 (区)の 、桔梗が丘の、

又名張市のためにつながっていくことと思います。これからも地域活動

活性化に向けた活発な、忌憚のない意見交換を行い、一つの目的に向か

つて進んで行きたいと思いますJと IIべた。

引き続き、辻森会長が議長を務め審議が始まつた`.

本会議の議事録署名人に加納康嗣氏、高槻茂夫氏の2氏 を指名するこ

とに決した。

山中事務局長から、公民館会計に於ける 「特別目的積立金に関,~る内

規J制 定について、次のような説明があった。

「当協議会には、協議会会計及び公民館会計と二つの会計があります

が、協議会会計に関しては、特男1目的積立金の内規があります。今月,、

公民館会計に関しても同様の内規を制定いただきたく、総務委員会が作

成した内規 (案)を 提案させていただきます。

その理由は、本年度の予算に200万 円の予備費を計 Lしております

が、上半期を過ぎても使用しておりません。このまま推移 しますとはぼ

全額が次期繰越金になることが必定です。公民館会計の性格上多額の繰

越金を計上することは適切でないとの指摘が市lllからあり、特別目的積

立金を計上したいと考えております。そこで、公民館会計に 「特別目的

積立金に関する内規Jを 制定したく、提案をいたします。」と述べた。

引き続き、別途配布 した内規 (案)を 読み上げた。



く要旨>

(積立金の種類と積立目的)

(1)周 年事業積立金

(2)車 両購入積立金

(3)設 備備:早,積立金 (備品をあらかじめ特定する)

(積立金の積立限度all)

毎年の積立額は、公民館の予算書中、収入の部の合計から 「指定管理

料」を控除した額の 10%を 限度とする。

(積立金の使用手続き)

いずれの積立金も、使用する場合は理事会の決議を要する。

づき続き、議長は出席者の意見を求めた。

Q 指定管理料と会計の積立金の関係からは、指定管理料を積立金にす

るのはら、さわしくないのではないか。

A 積立金は、収人の部の 「指定管理料Jを 控除した部分になると規定

されている。すなわち、使用料、事業収入等で,.

Q 車はもう一台必要と考える。車種までは決めてあるのか。自治会に

貸出し等は可能か。

A 積立金を始める時に詳細を理事会に諮ることになる。貸出しも同様

の手続きを踏みたい。

引き続き、それぞれの積立限度額についての確認、及び予算額の変更

手続は理事会の承認が必要であることが了承され、その他の意見は 12

月 10日 までに事務局に出すこと。そして文書を次のように修正をし

て、次回の理事会で最終決議をすることに決した。

第 (2)項 「公民酪 活動Jを 削除する。

第 (3)項 「公民館設備の改善鰈臓品に 「及びJを 挿

1 第 2条

2 第 2条

入する。

報告事項

1 新春行事の実施について

3 第 3条  第 (2)項 「積立金は、前号と同じで□累積積立額|まJ

及び第 (3)項 「積立金は、1号 と同じで囲累積積立額はJに 回

蟷鰈を挿入する。
4 第4条 「積立金を

―

l●用する場合はJを 削除する。

(1)1月 6日 (口)バ ー ドウォッチングについて

力Π糸内決適環境部会長から、「毎年恒例行事になりつつありますバー ド

ウォッチングを新春 1月 6日 (日)に 10号 公園と西徳明池で開催 しま

す。これらの池には 「かもJが 定着しつつあり、周辺の環境が守られて

いる事を知つていただく機会にもなると考えています。詳細は 12月 に

回覧予定のチラシを配布したのでご覧下さい。昨年はオオタカが見られ

ました。今年はどんな野鳥が見られるか楽しみに開催 しますJと述べた。



(2)1月 12日 (土)開 催、ハッピーニューイャーききょうフェスタ

について。

廣岡住民交流部会長から、「第 9回 目となります 「ハッピーニューイ

ヤーききょうフェスタJを 1月 12日 (土)桔 梗が丘公民館で開催しま

す。内容は例年通り、世界のおもちゃ・絵本展、キッズセミナー科学遊

び (教育文化部会協力)、お菓子屋台村、豚汁 赤飯の振舞い等です。

最終の実施細日は11月 30日 (金)開 催の部会で決定しますが、役

割分担等は配布の資料に記載の通りです。実施日は例年第 1土曜日です

が、今年度の開催日が 12日 (土)になつたのは5日 (上)が早すぎると考

えた関係からです。

引き続き 「どんど行事Jに ついて担当いただく河合理事さんから報告

がありますJと 述べた。

Q 役割分担に自治振興部OBと ありますが。

A 旧まちづくり委員会時代の部会員さんで、適時協力をいただいてい

る方々です。

(3)1月 14日 (月 祝)ど んど行事について

河合理事から、「1月 14日 (月 祝)ど んど行事を開催しますが、

本年度は準備の応援を第 1プ ロックの各区 自治会にお願いをしまし

た。当初は2番町の行事でしたが、一昨年度から桔梗がFr地域全体を対

象とした行事となり、この行事を地域の伝統行事として位置づけ、根付

かせて行きたいと考えています。

当日は午前 7時の点火を予定しています。点火は還暦を迎える男性と

したいと考えている。振舞は祝竹酒、豚汁、子どもにお菓子を予定して

いる。点火は男性で良いでしょうか、ビ意見を頂きたいJと 述べた。

Q 点火を男性に絞るのはいかがなものか。

A 皆さんの総意として、男性限定の表現はチラシ、ポスターから削除

することにします。

2 平成 24年 度協議会会計及 1 松村事務局次長から、|“成 24年 度協議会会計及び公民館会計累計

び公民館会計累計報告につい |(平 成 24年 10月 末)に ついて、別添え資料に基き、概ね次のような

て             1報 告があった。

協議会会計

収入の部の内訳

3 補助金   「コミュニティ助成費用(宝くじ助成金)J

7 8 7 , 5 0 0円

10月 合 計           7 8 7 , 5 0 0円

累計収入額         2 2 , 6 6 4 , 5 5 4円

支出の部の内訳 (主な科 目を報告)



1 総務費  「人件費J

〃   「事務費J

4 健康推進費 「事業費」

9 地域福祉費 「事業費J

10月 合 計

累計支出額

675,875円 (職員給与)

89, 899円 (コピー代)

68, 301円 (健康まつり)

30, 200円 (いきいきサ

ロン)

869,937円

13, 705, 247円

引き続き、公民館会計について、別添え資料に基き、概ね次のような

報告があった。

公民館会計

収入の部 (主な科目のみ)の 内訳

1 指定管理料       4, 812,

2 使用料等          363,

3 その他収入 「事業収入J      2,

10月 合計         5, 178,

累計収入額        17,444,

支出の部 (主な科日のみ)の 内訳

57,

1  消耗品    38,

3  光委熙費    248,

6  委託手数料  140,

7 備品購入費  130,

8  使用料    60,

3 運営費  1  報償費    50,

3 印刷製本費   27,

6  事業費    67,

1 人件費

2 管理費

000円 (後期分)

415円 (使用料とコピ

ー代)

772円 (販売手数料)

187円

887円

922円 (館長給与等)

063円 (コピー用紙、

印刷機等)

449円

327円 (清掃委託、エ

レベーター点

検委託等)

324円 (テレビ等)

723円 (リース料等)

000円 (主催講座講師)

431円 (情報誌)

035円 (主催講座教材

費用等)

392円

979円

10月 合計

累計支出額

838,

8, 291,

引き続き、議長は出席者の意見を求めた。

Q 人件費の社会保険料が公民館にのみ計上されているが。

A 社会保険料は前払い方式で公民館会計から一括して行い、毎月調

整をしているので、協議会会計には給与の支払い分のみ計上してい

る。



3平 成 24年 度上期の公民館

主催講座の実績報告について

4 委員会 ・部会報告

その他、質問は無く報告は了承された。

中村公民館長から、本年度の公民館Frについて、引き続き山中事務局

長から平成 24年 度 卜期の公民館主催講座の実績について、別添え資オ斗

に基づき概ね次のように報告があった。

1 中村館長からの報告の要旨

①日 時 平成 24年 10月 20日 (t)～ 21日 (日)

②内 容 作品展示、舞台発表、青少年が語る 「′らの思いJ発 表会、

ワークショップ、バザー、喫茶 ・軽食.

③参加サークル 作..展示 :27サ ークル、舞台発表 :18サ ークル、

青少年が語る「,きの思いJ発表会及び演奏会 (桔梗が匠地区の3小 学校

2中 学校生徒 15人 及び2中 学校音楽部員及び吹奏楽部員)

④天候に恵まれ、全体的に大きな事故も無く成功でした。来館者数は

来賓を含め2日 間延べ約 3000人 程度でした。

残念だったのは、準備のときにパネルの脚が倒れて、女性の方が軽傷

を負う事故があったことです。

駐車場も本年度は整理の方をお願いしたので比較的スムーズに行つ

たと思つている。

今後の課題は、各サークル共高齢化が日立ち、若いL代 が参加できる

ような工夫をしていくことだと考えている。

2 山中事務局長からの報告の要旨

「受講者総数は1089人 、各講座とも予定通り開講出来た。本年度か

ら開設した 「郷士の歴史を学ぶJ「り真教室Jの 2講 座は好評で毎回予

定通り受講いただいている。又昨年度開講の 「農を楽しむJは 参加者が

大変熱心に活動をされ、公民館展での農作物の販売も好評でした。その

他の講座も人数不足で中止となったものは無く、全講座が,頃調にttんで

います。

本年度の夏期大学講座は例年に比べて受講者の数が伸びなかった。従

つて次年度の計画にあたっては、本年度の結果からくる課題を踏まえ、

内容 (受講料、対象者、講師等)に ついて検討したいと考えていまう。

もう一つの資料は、名張市内の公民館、市民センターの利用者状況が

件数と人数で表されています。参考にご覧下さいJと 述べた。

・辻森会長から備品のパネルの入れ替え、及び駐卓場確保について対応

策を検討していきたい旨を述べた。

・河合理事から駐市場の車止め設置の要望がされた。

その他、公民館主催講座で若年層向けの開設について意見交換があっ

た。

く総務委員会>



大垣総務委員長が欠席のため、辻森会長から11月 10日 (上)に 実

施をした 「まちづくりに関する研修会」について概ね次のような報告が

あった。

参加者 14名 (内、チームメンバーが5名 参力1)

研修先はみつや交流亭 (大阪市淀川区三津屋)と 、ひがしまち街角

広場 (豊中市新千里東町)の 2箇 所。

・ みつや交流亭は大阪市職員組合が中心となり、地域のミニコミ誌編

集長、地元商店街振興会等が集まって立ち上げたNPO法 人です。

活動は毎日カフェをオープンして、地元の人が気軽に立ち寄れる広

場としている。又小規模の集会場を持ち、季節のイベントを開催 し

ている。

商店街の空き家を借 り上げているが、家主の協力で賃貸料が格安。

ひがしまち街角広場は新千里ニュータウンにある。豊中市の試行事

業としてスター トしたが、現在は自主ボランティア(無償)を中心に

運営されている。飲み物は何でも一杯 100円 をお気持料として払

う。

・ 我々の取 り組みも、無償、有償に関わらず核になる方を募 り、運営

方法を確立していくことが肝要と思う。

・ 今回の研修で学んだことを、今後、具体的に検討を進めていくなか

で生かしていきたい。

引き続き、研修に参加 した上国副会長、吉野理事からそれぞれ感想の

報告があった。 (みつや交流亭で実施されているイベン トについて、有

償 無償ボランティア活動のあり方について等)

く企画運営委員会>

阪本企画運営委員長から、委員会活動について次のように報告があっ

た。

「本 日午後、桔梗小、桔梗南小校区の自治会 (区)長 及び民生委員を

対象に 「地域の子どもたちとの絆づくり事業Jの 一環として、桔梗東小

学校の 「あそびっくすJの 説明会を開催します。又 12月 1日 (土)に

地域ビジョン推進メンバー サポーターの応募者約 40人 の方を対象に

今後のプロジェク ト事業の推進方の説明会を開催します。その後、ふれ

あい茶房に応募された方々で第 1回 の事業推進の検討会議を開催 しま

す」と述べた。

く広報委員会>

野邊広報委員長から、委員会活動について別添え資料に基づき概ね次

のような内容の報告があった。

1 桔梗通信第 54号 の取組み



発行は1月 の配布予定で、新春のためカラー印昴」とする。

掲載記事は、会長の挨拶、事業部だよりは住民交流部会、まちづ

くり研修報告、地域ビジョン推進サポーター説明会、その他に資

料に記載の内容を予定している。

2 ホームページの更新は、ギャラリーに各種行事の写真をアップし

たので一度アクセスしてください。又、今後は各種の行事の開催

案内を掲載していきますので、皆さんからの情報の提供をよろし

くお願いする。

く健康推進部会>

高槻健康推進部会長から、部会活動について別添え資料に基づき概ね

次の様に報告があった。

「本年度の「ききょう健康まつりJは 10月 27日 のウオーキングと、

11月 4日 には健康まつりを開催した。

ウオーキングは参加者 40人 。3 1キ ロと4 2キ ロの2コースを

歩いた。午後はゲーム (スカイクロス)を 実施、参加賞を贈呈した。

健康まつりは、例年通りの内容で実施。参加者は220人 。午後にな

つて参加者が増え、賑わった。各催しの参加者は資料に記載しています

が、もつとも多かつたのは健康度チェックで 120人 。栄養たっぶり食

べ物ビンゴは次年度内容を見直すことにしたい。資料の裏面に事業の経

費清算書を記載してあるので、確認いただきたいJと 述べた。

く住民交流部会>

廣岡住民交流部会長からは、先程の報告に代える旨を述べた。

く教育文化部会>

竹原教育文化部会長から、部会活動について別添え資料に基づき概ね

次のような報告があった。

「11月 10日 (上)、第 16回 ふるさと歴史ハイキングを実施。参

加者は62人 と多く、特に今年は子どもの参力Π者が5人 あつた。桔梗が

丘駅から初瀬街道、大屋戸杉谷神社往復の約 7キ ロのコース。この反省

会を11月 15日 (木)の 定例会で行い、参カロ者が多い場合は下見が必

要と意見が出され、次年度の課題とした。

その他の意見は資料に記載したとおり。

冬の桔"ず セミナーは 「料理 24人 J「科学 ・20人 」「手芸 ・30

人」の3コ ースを12月 8日 (土)に 実施します。又、新春 1月 12日

(土)のハッピーニューイャーききょうフェスタに協力して、“作ってと

ばそう"と いう科学遊びをします。

本年度の部会の研修会を3月 に実施する予定です。行き先は名古屋市



その他

1 公民館・図書室の蔵書につ

いて

科学館です」と述べた。

く生活安全部会>

吉野生活安全部会長から、部会活動について別添え資料に基づき概ね

次のような報告があった。

「先月報告した、高齢 ドライバー安全運転大会が 11月 5日 (月)開

催され、生活安全部会から3人 (武仲、中島、石川)力 参`加した。結果

2人 (武仲、石川)力 表`彰されました。参加者は44人 でした。

青色回転灯装着車両による防犯パ トマールは3回実施したが、いずれ

の回も異常は無かったJと 述べた.

Q:高 齢 ドライバー安全運転大会の開催案内はどうなつているのか。

A:交 通安全協会から市内の各種団体 (敬老会等)に 送付されている。

く快適環境部会>

加納快適環境部会長からは、先程の報告に代える旨を述べた。

く地域福祉部会>

梅本地域福祉部会長から、部会活動について別添え資料に基づき概ね

次のような報告があった。

「11月 11日 (日)障害者のグフレープホーム交流会を開催した。現在

ある桔梗が丘地区内の6箇所のグループホームからグループホーム生、

ワーカー合わせて 14人 、来賓4人 、民生委員24人 の合計57人 が参

カロした。費用は54, 472円 。

恒例の年末友愛訪間を12月 21日 (金)か ら24日 (月)に かけて

民生委員が各家庭を訪間して手渡します。対象者は75歳 以上ひとり暮

らし、75歳 以上の高齢者のみの世帯、見守りの必要な世帯で約500

世帯を予定しています。内容物はチョコレー トとサランラップを配布し

ます。予算額は22万 円。

4月 から10月 までの 「いきいきサロンJの 補助の実績は209,4

00円 となっていますJと 述べた。

辻森会長から、「前々回にも報告したが、桔梗が丘公民館の図書室に

は多くの寄贈図書が保管されているが、専門的分野のものが多く、名張

図書館等に寄贈を申し出たが断られた。そこで 12月 の回覧で地域の方

の中で希望者に贈呈する旨の告知をしたいと思つている。その目的は現

在の図書室の有効利用をするためですJと 述べた。

辻森会長から、「11月 3日 (土)二 重県教育委員会を招いて説明会

を開催した。参加者は予定の約半数の方でした。本日はその時の 「名張

2名 張市内2高校統合問題説

明会資料



北中クリーンキャンペーン

実施について

市内2県立高校の統合問題Jの 資料を配布した。

11月 20日 (火)には伊賀地域説明会が防災センターで開催された

が、桔梗がrfからは3人が参加した。新たな情報は余り無かつたが委員

の名簿配布と新高校の概略が説明された。

新高校の設置地区、跡地利用の方向性は示されず、まったく自紙の状

態に近いと感じた。従つて、まだまだ不確定な要素が多いが、今後の推

移を見守っていかねばならないと思う。当桔梗が丘地域としては、この

地域に高校を残して欲しいとの要望をした」と報告があった。

辻森会長から、「北中学校がクリーンキャンペーンとして校区(4番町

が中心)のゴミ拾いを11月 28日 (水)に 実施されると公民館に報告

がされたのでご紹介しますJと 述べた.

吉野生活安全部会長から、「先日、美旗地区での火事の際、消防器具

の運転がうまくいかなかったようなので、我々も常日頃から器具の点検

を怠らないようにしたいJと 述べた。

辻森会長から、1月 12日 (土)神戸市で地域福祉に関するセミナーが

開催されるので、地域福祉部会 民生委員で希望の方があれば2人参加

をお願いしますJと 要請があつた。

辻森会長から、「駅前の標語の看板を書き換える予定をしているので、

良い標語があればアイデァを出していただきたいJと 述べた。

以上で議事は終了した。

次回理事会は、平成 24年 12月 22日 (土)

時 間 午前 9時 30分 より

場 所 桔梗が丘公民館 202号 室

議事録署名人

議事録署名人

4 その他

議
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